
第 6回北広島市子どもの権利条例検討委員会議事録 
  日時：平成１８年 8月 4日（金）１８：００～ 
  場所：芸術文化ホール活動室 
 

事務局：配布資料などについて説明 
配付資料 １ 子どもの権利に関するアンケート＜多治見市＞ 

     ２ 札幌市子どもの権利条例素案＜ご意見募集＞大人用 

     ３ 札幌市子どもの権利条例素案＜ご意見募集＞子ども用 

     ４ Ａ委員からの「権利・義務論を考えるために」レポート 

情報提供   講演会「子どもの権利条例について学習しよう」 
       講 師  岐阜県多治見市教育委員 勝のり子さん 
       8月 24日（木曜日）午前 9時 40分～11時 40分 
       芸術文化ホール２Ｆ活動室２ 
 
委員長：本日は、議論を積み残している「体罰」「権利と義務の表裏一体」「わがまま論」

についてもうすこし議論を深めたいと考えています。最初に、Ａ委員からレポートの提出

がありましたので、Ａ委員から発表してもらいます。 
 
Ａ委 員：レポートにそって報告 
「権利と義務は表裏一体」「わがまま論」という考え方が、検討委員会で議論となるのは、

法律的な言葉とか、言葉の意味において表面的に意見が分かれているだけなのではと考え

ています。そこで法律的な意味において、「権利とは何か」を明らかにしたいと思います。 
「権利とは」： 
権利とは英語の right の訳語で「正しい」「正義」という意味で、人権 human rightｓの
意味は「人として正しいこと」となり、子どもの権利とは「子どもとして（子どもにとっ

て）正しいこと」となります。色々な方が懸念している「子どものわがままを聞くこと」「子

どもの言いなりになること」と「子どもの権利」とは関係がないことを確認しておきます。 
権利と制約： 
「子どもの権利条約」で書かれている権利の大部分は、日本国憲法で保障されています。 
あえて「子どもの権利」として考える意味は、意識を喚起するということです。日本国憲

法では人権を「人間の生存に不可欠の権利」「人間の尊厳の基本に関わる権利」ととらえて

おり、人権の保障は無条件的であるとしています。しかし完全に無制約としているのでは

なく、次の場合には制約があるものと考えらます。 
（1）内在的制約（人権そのもに内在する制約） 
①他人の生命や健康を害する場合②人間としての尊厳を傷つける場合③人権と人権がぶつ

かり合う場合に制約をうける。 
（2）政策的制約 



①経済的・社会的弱者保護のために強者の人権を制約する場合 ～例としては累進課税～ 
（3）限定されたパターナリスティックな制約（子どもに対してだけ考えられる制約） 
国家権力が、限定的（極端な）場合のみに、例えば、一部のカルト宗教団体が、子どもを

集めて、外界から遮断された状態で長期的に集める場合には、子どもに大きな影響を与え

るとし、介入できるとしている。 
 
以上述べたように、権利とは「正しいこと」であり、その権利が制約されるのは（1）～（3）
の場合だけです。そのことを押えておけば、意見の一致に役立つものと考えます。 
 
委員長 
「権利」について報告がありましたので、もう一方の「義務」についてご意見のある方お

願います。 
 
Ｂ委 員 
何人かの市民の方から、当委員会で議論されている「子どもの権利」について、次のよう

な意見が寄せられました。 
①子どもは立派な社会人とか社会のパートナーであるというふうに、子どもを持ち上げた

り過大に評価したりして「子どもの権利」について議論するのに危惧している。 
②子どもというのは、まだまだ子どもなので、権利という言葉で持ち上げているのはおか

しい。 
私自身も、北広島市の子どもたちの置かれている状況、たとえば、小中学校の女の子に 
性病が入り込んできている、「万引き」が通常の行為となっている、飲酒・喫煙・セックス

などの問題で親がどうしようもない状況にあると認識しています。国連でいうところの子

どもの状況と北広島市の子どもの状況に大きな違いを感じ、「子どもの権利」という一言で

総括的に権利を保障するということで条文を作ることに危惧しています。 
 
委員長 
Ｂ委員のお話は、次の２点で、とても参考になりました。 
①「子どもを持ち上げたり、子どもを過大に評価したりするのは、いかがなものか」とい

う市民の声があるということ。 
②国連でいうところの「子ども」が置かれている状況と、北広島市の子どもが置かれてい

る状況には大きな距離があるということ。 
他に意見のある方お願いします。 
 
Ｃ委 員 
「権利と義務」の関係については、子どもにとっては、生きることが権利であり、義務に

ついては、子どもが伸びやかに育っていける土台を作るのが大人の義務で、子どもの義務



ではないと考えます。 
 
Ｄ委 員 
「権利と義務」の関係については、大人や行政に対しての義務を明言しなければならない

が、子どもにとっての義務は、権利があっての義務で、表裏一体という場合の権利と義務

は子どもにあてはまらないと考えます。 
 
Ｅ委 員 
子どもの権利には、幼くても自分自身を高めていくという義務があり、そういう意味で子

どもにも権利と義務があると思います。 
 
Ｆ委 員 
「権利と義務」の関係は、相反するものではないと考えています。 
 
Ｇ委 員 
「権利と義務」については、今日の話で、全て結論づけるものでないし、今後、出向調査

したり、条文を詰めていくときに話題になったり議論になったりするので、本日は、長い

時間を掛けるものではないと考えます。 
冒頭でＡ委員がまとめてくれたとおり、一人ひとり大人も子ども「正しいこと」を身につ

けていくことが「子どもの権利条約」の根底に流れており、当然、権利と権利がぶつかっ

たり重なり合ったりした時には、義務が出てくると考えています。Ｂ委員が話してくれた

日本と世界では子どもの置かれている状況に違いがあるということは理解しますが、日本

の子どもが正しく育っているかというと色々な問題を抱えて問題が広がっていると思いま

す。そういう意味において、北広島市で「子どもの権利条例」を作りどう広めていくのか

に大きな力点があると考えています。 
 
Ａ委 員 
義務が大切であるということは、その通りと考えますが、権利と義務がセットなのか、表

裏一体なのか、義務と引き替えに権利が得られるのかを議論するのは、違うと思います。

赤ん坊が生まれてきて何も義務がなくても権利があるのは明白で、命とセットで基本的人

権が存在しています。Ｂ委員から日本の子どもたちの現状についてお話がありましたが、

そういう時にこそ人権を身につけることが大事と考えます。自分が大切であると思えるこ

と自尊感情をもてることが、理不尽な目にあった時に、自分の大事なものが奪われると感

じることができて自分が守られるのです。子どもの権利条例を制定して子どもたちの権利

を保障することが大切です。 
 
委員長 



権利と義務に話が集中しましたが、皆さんの中で認識のズレがあった「体罰」「わがまま論」

について何かお話があれば・・・・・なければ時間に制約がありますので、事務局から補

正予算について報告を頂きます。 
 
＜補正予算要求案について児童家庭課長より説明があり了承する。＞ 
 
委員長 
本日の会議次第の（3）今後の取組みについて全体でご意見を頂いて意見交換し、前回宿題
に出していた今後の活動の具体的なイメージを全体でしていただいて、時間的に余裕があ

れば、部会の話まで進みたいと考えています。 
進行司会交代（委員長から副委員長へ） 
 
副委員長 
全体での取組みについて意見交換をしたいと思います。 
 
Ａ委 員 
最初の委員会で事務局が用意した今後のスケジュールが参考になると思います。 
 
副委員長 
事務局が用意した当初スケジュール案では、12 月までに条例素案の検討となっており、現
在 8 月ですので、条例素案の検討の所まで行き着くのは無理なので、資料収集して素案の
大枠を検討するとか、どんな項目かというところまで今年中を目途に考えて、それぞれの

部会での議論が中身の濃いもの、活発に集約されていくようなものになればと考えていま

す。これに付け加えて委員の皆様に何かございましたら出していただきたい。 
 
Ｈ委 員 
前回の宿題では、今後の事業プランを考えてくるということであったと思います。検討委

員全員で講師を呼んで勉強するなどの話し合い場がなかったと思います。今回、多治見市

の講師が来て講演がありますが、それとは別に、検討委員で学習会又は講演会があった方

が良いと考えています。Ａ委員のレポートを書いてあります札幌の検討委員では、弁護士

が委員の中におり、憲法とかがかなり詳しく論議されていたのですが、北広島市の委員会

には、憲法に詳しい方がいないので、そういうことも踏まえて、できれば個人的な勉強会

ですけれど、この方を招いて勉強会ができればと考えています。 
 
副委員長 
Ａ委員のレポートにでてきた憲法学者に限定するかしないか別にして早い時期に外部の講

師を呼んでの学習会をというご意見でした。Ｉ委員さんご意見をどうぞ。 



 
Ｉ委 員 
私も、Ｈ委員と同じく、勉強したいと思っています。委員だけでやるのがいいのか分から

ないが、既に制定している都市から、今どういうところが問題になっているのかを情報で

得たいと思っています。学習会は、是非、このスケジュールの中に入れて欲しいと思って

います。 
 
副委員長 
２人から学習会を開催したいということで、事務局に確認しますが、補正予算前に学習会

を開催できるのかどうか確認したいのですが。 
 
事務局 
補正予算案の議決後でなければ学習会は、開催できません。 
 
副委員長 
あくまでも事務局から議会に提案して、議会を通過した 10月中旬になることを念頭におき
ながら、今後の予定に入れておきたいと思います。Ａ委員どうぞ。 
 
Ａ委 員 
私も以前から学習会をやりたいという意見を述べておりましたので、是非やっていただき

たいと考えております。予算の関係についてもよく分かりますので、北海道内にも詳しい

方がおりますますので、補正予算が 2 回分となっていましたので、一人は法律関係に詳し
い方、もう一人は、Ｉ委員が話した、実際に取組んでいる経験などを聞くことができれば

と思います。 
 
副委員長 
ただいま、このような要望がありましたが、学習会以外で考えている委員はいませんか。 
 
Ｅ委 員 
学習会は、弁護士の話を聞きたいと思っています。それに至るまで、何を聞きたいか漠然

としているので、色々な実態、例えば、幼児学級に行って実際に見て体験してみないと分

からないことがたくさんあるような気がしますので、出向調査により自分の中に情報を蓄

えてから、弁護士の話を聞けると、何を質問したらいいのか分かると思います。 
それと同時に小グループでいいですし、全体でもいいので、どこかの場所、小学校、中学

校とか行ってみたいですし、幼児のこども発達支援センターというところも行って、子ど

もたちが、本当にどういう状況なのか、北広島の権利条例なので、北広島の実態を全員で

見に行きたいと思います。 



 
副委員長 
今のＥ委員のお話は、全体ということですね。出向調査は、4部会に分けたそれ以外という
ことですか。 
 
Ｅ委 員 
出向調査もそうですし、部会もしていくということですね。 
 
副委員長 
部会は、一応できていますが。 
 
Ｅ委 員 
部会の前に、まず「体罰」「わがまま論」についてある程度全員で考えを統一させたいとい

うことで、今日は、話がもう少し進むのかと思っていましたが、意見がないということで

終わったようですが。・・・・・ 
部会分けしても、小学校に出向調査に行く段階で、別の部会の一人に声をかけて、行きた

い人はいっしょに行くということでなるべく同じものを見ることが大事と思います。互い

に連携を取りながら、実際に考えていければいいなと思っています。 
 
Ｂ委 員 
Ｅ委員の言うとおりだと思います。今、我々20 人の中で、冒頭に出た「権利と義務」の認
識が統一なされているのかどうかが問題で、まだ若干の認識のズレが整理できておりませ

ん。もう少しその辺の所を議論したい。 
出向調査については、集中的に短期的に行って方が良い。市民の方に、我々委員の基本的

なスタンスを伝えるように、もう少し論議した方がよいと思います。 
 
副委員長 
前々回から積み残してきた議論を、今日は少し整理してある程度の所まで行き、その上で

更に先へと考えておりましたが、なかなか意見が出てきません。２時間くらいの会議では、

時間がたりなく、半日ぐらい腰を据えて話し合いをすると、20 人の意見が今まで以上に収
れんすると思いますが、あと２０分間かけて何人かの意見が出ても、Ｂ委員が言ったよう

な所まで行くかは、個人的には無理と思います。Ｂ委員の言ったことを頭に置きながらど

こかできちっとしたものを早めに方向付けしていかなければと思います。冬になってから

の出向調査は、無理なものがありますので、早い時期に行ったほうが良いと考えます。 
 
Ｊ委 員 
義務と権利については、皆さんそれぞれの思いがあると思いますが、現場に出かけて見た



り聞いたりしないと見えてこない部分もあります。どのような調査をするのか、または、

自分たちの活動をどのようにアピールするのか、どのようにしたら効果的な調査の仕方が

できるのかなど次のステップに移った方が良いのでは感じています。外に出て調査するこ

とによって、義務と権利の意見の違いを今まで以上に整理できるのではと思います。 
 
Ａ委 員 
今の意見に賛成です。Ｅ委員が述べたとおり、直ぐに動いた方が良いと思います。出向調

査の形になるかどうかわかりませんが、配付された他の自治体のアンケート調査を参考に

して、各部会に分かれて、取りあえず一回やってみましょう。３回の調査を予定している

のですから、1回目の調査内容を踏まえて、反省すべき点があれば、質問事項を変えて、そ
れぞれの部会で行ったものを持ち寄って、全体で検討すれば、議論が深まるのでは思いま

す。 
あと、Ｂ委員の「もう少し議論を続ける必要がある」というのも、我々の共通見解をまと

めた文章が一枚も出来ていないので、その通りと考えます。誰が読んでも分かるように、

我々が何をしようとしているのかを簡単にまとめた文章があればよりよい調査ができると

考えますが、取りあえず動き始めてからそのような文章を作成すればと考えます。色々な

意見があるのならば、私が本日発表したレポートのように、ある程度まとめた方が、議論

が簡潔に進めると思います。 
 
委員長 
私の個人的な意見ですが、 
Ｂ委員が述べたとおり認識や意見に違いはあります。客観的に社会現象として何が起きて

いるのか程度の認識は持ち合わせておりますが、子どもを見る目は決して深くはないので、

認識に濃淡があるのは、十人十色と考えます。Ｂ委員が体験し得た子ども像と皆さんがお

持ちのこども像は、一人ひとり違うのです。今後も折に触れ、議論することになりますし、

今後起草する条例文の文言ひとつひとつについて意見が色々とでる訳ですから、議論を決

して打ち切ったのでなく保留をしたということでご理解願います。 
それから当面の活動目標で色々な意見がありましたが、今日は、出向調査をやりましょう

という結論に到達して、できれば第 1 回目をどこに行きましょうというところまで進みた
いと思います。 
 
Ａ委 員 
出向調査は、各部会ごとに計画を立てることになりますか。 
 
副委員長 
決まりはないので、どちらでも良いです。取りあえず、部会がありますので、部会の意見

として出していただければと思います。 



 
Ｃ委 員 
出向調査や学習会については、当然のことと考えていたので良いのですが、先ほど事務局

から補正予算案についての説明があり、自分が思っていた以上にお金がかかるので、困惑

しています。ボランティアのようなことでは駄目なのでしょうか。 
 
事務局 
月 1 回の検討委員会出席の報酬・費用弁償は、活動中の万一の場合に対する観点から、位
置付けしており、ボランティアとはなりません。ただ、講演会や学習会への参加は、一般

市民の参加と同様の扱いになりますのでご理解願います。 
 
Ｂ委 員 
出向調査ですが、同じ質問事項をもって異なった対象に行くのか、対象によって質問する

ことが違うのか確認したい。 
 
委員長 
全体で出向調査することもありますが、当面、部会ごとに調査していただきたいので、質

問事項は違ってきます。 
 
副委員長 
そういったことも、部会の意見として出してください。部会ごとに分かれて話し合いをお

願いします。 
 
＜4部会に分かれて、今後の活動内容の検討を行う。＞ 
 
各部会より、順次に発表 
 
①幼児・親部会 
子どもたちのおかれている環境などを知るために、こども発達支援センター・保育園・幼

稚園・児童養護施設天使の園・子育てサークル・有償ボランティアなどの所へ出向いて調

査し、その後のアンケートに続けていきたいと考えています。 
 
②小・中・高校生部会 
小学校高学年・中学校・高校を対象として、子どもの置かれている状況、例えば、困って

いること・何を望んでいるのか・相談相手は誰か・兄弟の関係など自由記入欄を設けなが

らアンケート調査を実施したい。どこの学校か、対象人数については、次回までに検討し

ます。 



 
③子どもの指導部会 
学校を離れた色々なクラブを指導している方々の「子ども観」を、面談によるＱ＆Ａ方式

で調査したい。質問事項については、部内の各自が次回までに考えることになりました。 
（要望） 
次回の検討委員会で、時間を頂いて、各部会の出向調査の質問事項を確認し、部会ごとの

交流の場を設けて欲しい。 
 
④地域部会 
町内会・民生委員の集まりの場・老人クラブ・生涯学習の場・学童クラブ・外国人の集ま

る場・市政モニターの活用などを通じて、地域の意見を聞くこととしたい。 
 
委員長 
各部会において、活発な議論をしていただいたので、今後の活動が見えてきました。 
次回は９月８日（金曜日）を予定しております。次回は、質問事項や出向調査の場所につ

いて議論を詰めていただき、また、共通の質問づくりなどを検討していくこになります。 


